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会 議 次 第 

１． 開会 
２． 報告 

  ①地域福祉市民フォーラムの実施報告 

  ②地域福祉計画に関連する各課の取組状況 

３． 議題 

  ①第５期川西市地域福祉計画の素案について 

  ②その他 

４． その他 

５． 閉会 

会 議 結 果 別紙のとおり 
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事務局 

 

 

皆様こんにちは。まだ２名程お越しになっておられない委員がおられま

すけれど、定刻が参りましたので、ただ今より、平成 29 年度川西市社会

福祉審議会第３回目を開催させていただきます。本日はお忙しいところご

出席賜りありがとうございます。本日、あらかじめ川島委員・松尾委員・

中西委員の３名が所用によりご欠席とご連絡をいただいております。当審

議会は委員17名で構成いたしておりますところ、本日は14名が出席され

るということで、半数を超えておりますので、今回は成立ということにな

りますのでご報告を申し上げます。また「川西市参画と協働のまちづくり

推進条例」第10条の規定に基づきまして、会議公開を行っておりますが、

その会議録を迅速かつ正確に行うため審議会の様子について録音をさせ

ていただいております。ご了承賜りますようよろしくお願いいたします。

それでは続きまして、皆様のお手元の資料のご確認をさせていただきま

す。事前に送付させていただきましたＡ４、１枚のレジュメ、それから第

５期川西市地域福祉計画の素案と書いてあるものです。それと、本日机上

に置かせていただいております、うぐいす色の「第 12 回川西市地域福祉

市民フォーラム」の資料、資料１「川西市子ども・子育て計画 中間年の

見直し(案)の概要」、資料２「(仮称)第７次川西市障がい者福祉計画の策

定について」、資料３「(仮称)川西市高齢者保健福祉計画・第７期介護保

険事業計画の策定について」、資料４「平成29年度社会福祉審議会報告用

資料」ということで健幸まちづくり計画の資料でございます。Ａ４横の資

料５第５期計画と第４期計画の対照表、同じく横の資料６「新しい包括

的・総合相談支援体制」のイメージ図案１、案２と書いております図でご

ざいます。最後に「第５期川西市地域福祉計画素案へのご意見」と、以上

が本日の資料となっております。ご確認いただきまして、お手元に無いよ

うでしたら事務局の方からお届けさせていただきたいと思いますのでご

確認いただきますようよろしくお願いいたします。よろしいでしょうか、

それでは川西市長より今回の川西市地域福祉計画の改訂につきましての

諮問を、健康福祉部長から行わせていただきます。 

 

よろしくお願いします。川西市社会福祉審議会会長明石隆行様、川西市

地域福祉計画改定にあたり川西市社会福祉審議会規則第２条の規定に基

づき貴審議会でも意見を求めます、川西市長大塩民生。 

 

どうぞよろしくお願いいたします。それではここからの議事進行は明石

会長にお願いしたいと思います。明石会長どうぞよろしくお願いいたしま

す。 
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明石会長 

 

 

皆さんこんにちは。お忙しいところ、大変ご苦労様でございます。ただ

今、当審議会に対しまして、市長さんから川西市地域福祉計画の改訂につ

いて諮問を受けました。委員の皆様方からご意見をいただき、川西市地域

福祉計画の策定をして参りたいと思いますので、ご協力をどうぞよろしく

お願いいたします。それでは議事に入らせていただきますけれども、４時

にはぜひとも終わりたいと思っておりますので、進行につきましてご協力

よろしくお願いしたいと思います。本日の次第でございますけれども、大

きくは報告と議題ということで準備がされておりますが、次第２の①地域

福祉市民フォーラムの実施報告の方から事務局の方からご報告をお願い

いたします。 

 

すいません、大変失礼をいたします。福祉政策課の曽我と申します。私

のほうからご報告をさせていただきます。お手元に色刷りの冊子をお配り

しておりますので、そちらのほう表紙をめくっていただきましたら、目次

がございますのでそちらをご覧下さい。第 12 回川西市地域福祉市民フォ

ーラムですが、平成29年９月29日金曜日13時30分から文化会館大ホー

ルで行いました。テーマはそこの１番上にありますように、「地域福祉計

画～笑顔でつながるまちづくり～」と題して行いました。具体的な内容で

すけれども、まず行政説明として、地域福祉計画策定に向けて市民アンケ

ートと地区別ワークショップがちょうどタイミング的に終えましたので、

ここから見えてくるものについてご説明をさせていただきました。そして

次に、基調講演として「地区福祉計画のこれまで・これから～地区福祉員

会のBefore・Afterに寄り添って～」ということで、関西学院大学人間福

祉学部名誉教授牧里毎治先生にお越しいただきまして、講演を行っていた

だきました。そして、その次にパネルディスカッションとして、各地域で

取り組みをなさっている団体さん４団体さんに来ていただきまして、まず

各団体での取り組み状況を発表いただきまして、牧里毎治先生のコーディ

ネートでパネルディスカッションを行いました。お越しいただいた団体さ

んとしては清和台地区福祉委員会さん、川西市ファミリーサポートセンタ

ーさん、ＮＰＯ法人川西市手をつなぐ育成会さん、コープこうべさん、以

上４団体に来ていただきました。こちら来場者数は資料には無いんですけ

れども、総勢で266名お越しいただきました。うち福祉委員会が149名、

民生委員の方、協力委員さんを含めて77名、一般の方40名のご来場があ

りました。報告につきましては以上です。 

 

市民フォーラムについてご報告がありましたけれども、ご意見ご質問ご

ざいますでしょうか。当日ご出席いただいた方もいらっしゃるかと思うん
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ですけれども、よろしいでしょうか。ご意見無いようでございますので次

に進ませていただきたいと思います。次第２の②地域福祉計画に関連する

各課の取組状況の報告についてです。事務局説明お願いします。 

 

福祉政策課の上西です。よろしくお願いします。本日は、まず各課の方

から状況を報告していただくということで、４課から出席をいただいてお

ります。報告は、お渡ししております資料番号順に行わせていただきます

ので、それぞれ担当課名と名前を発言いただいたのちに、５分位で報告の

方、順次させていただきますのでよろしくお願いします。 

失礼いたします。こども未来部子ども・若者政策課長の岩脇と申します。

子ども・若者政策課からは、お手元に資料１をお配りしておりまして、２

点の計画についてご報告をさせていただきます。まず1点目は、川西市子

ども・子育て計画についてでありますが、今年度実施予定としております

本計画の中間年の見直しに関する内容を中心にご説明をさせていただき

ます。資料１の１ページをご覧下さい。１の「計画の見直しにあたって」

というところで記載をしておりますが、まず本計画推進に関するこれまで

の経過についてであります。平成 27 年４月の本計画策定以降、特に保育

所待機児童の解消に向けましては、本計画に沿った取り組みを進めてまい

りまして、今年４月にはこれまで保育施設の無かった緑台中学校区内に、

民間の認定こども園が開設されますなど、この２年間で168名の保育定員

の増加を図ってまいりました。しかしながら、その間保育ニーズが策定当

初の想定を大きく超えて増加いたしましたことなどから、目標の達成時期

として当初掲げておりました今年４月時点において保育待機児童の解消

には至っておらない状況でございます。この現状を受けまして、この度、

内閣府から示されました基本指針に従う形でありますが、本計画の中間点

にあたります今年度におきまして、平成30年度及び31年度の事業計画に

関する内容を改定することとしておりまして、現在その改定案に対し市民

の皆様方から意見を募集する、いわゆるパブリックコメントを実施させて

いただいているところでございます。計画改定の主な内容でありますが、

残りの計画期間にあたります、平成30年度及び平成31年度について、直

近の人口動態を反映した推計児童数を新たに算出いたしまして、それに基

づく保育などの量の見込みとその提供体制の確保方策に関して、所要の補

正を行おうとするものであります。資料の２ページ目には、この度新たに

算出いたしました推計児童数を記載しております。また続きまして３ペー

ジ目には、同じく新たに算定をいたしました、教育・保育の量の見込みと

その確保方策について市全域をまとめた数値として表にして記載をして

おります。見直し後の内容といたしましては、今後も保育の利用希望率は

上昇傾向にございまして、またそちらの表の確保方策の欄につきましては



4 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画最終年度にあたります平成 31 年度には量の見込みと確保方策の差が

ゼロとなりますよ、つまり保育の待機児童が解消されるよう保育施設の整

備事業を推進するものとして記載をしておりますが、そのための施設の立

地、あるいは設計といった具体的な内容につきましては今後検討を進めて

参ります。この他、資料の４ページから６ページに記載してございます「地

域子ども・子育て支援事業の量の見込みと提供体制の確保方策」につきま

しても同時に見直しを行っておりまして、こちらの方は平成 27 年度以降

の各事業の実績値を基本といたしまして、それぞれ想定するニーズを踏ま

えて新たに算出をしているところでございます。１点目、子ども・子育て

計画につきましては以上であります。続きまして、川西市子ども・若者育

成支援計画についてでございます。お手元の資料では、続きましての資料

１の最後につけておりますＡ３の２枚ものになっております。この計画に

つきましては、子ども・若者育成支援推進法に基づいて作成したものであ

りまして、概ね 30 歳未満のものを対象とした子ども・若者の健やかな育

成、あるいは社会生活を円滑に営む上で困難を有する 40 歳未満のものに

対する支援などに関する方針や実施事業を示したものでございます。現計

画は平成 25 年４月にスタートいたしまして、５か年を計画期間としてお

りますことから、今年度がその最終年度にあたっております。そこで、現

在現計画の改訂に取り組んでいる最中でございまして、本日はその改定の

大まかな内容につきましてのご説明をさせていただきます。新計画の策定

にあたりましては、本計画を所管している付属機関であります川西市青少

年問題協議会において専門委員会を設置いたしまして、現在協議を重ねて

いるところでございます。主な変更点は、Ａ３資料１枚目の(１)～(４)に

記載をしておりますとおり、この５年間のうちに変化を遂げました子ど

も・若者を取り巻く社会状況を踏まえましての支援方策や計画の組み立て

方の整備、また支援事業に対する評価指標の導入などについて修正・変更

を加えているところでございます。とりわけ、引きこもりや不登校者また

若年者の社会生活を円滑に営む上で困難を有する子ども・若者に対する支

援につきましては、新計画において今後特に充実を図るべき点として捉え

ております。Ａ３資料の２枚目にお渡ししておりますけれども、来年 10

～11月にかけてのオープンを予定しております、市の複合施設であります

キセラ川西プラザ内にこども・若者ステーションを設置することとしてお

ります。そこでは困難を有する子ども・若者とその保護者を対象といたし

ました個別相談の窓口を常設いたしまして、また主にその相談窓口の来訪

者を対象とした居場所の機能を備えたスペースも設けまして、それぞれの

個別的かつ継続的な支援が実施できますよう検討を進めております。な

お、この計画改訂にあたりましての今後のスケジュールにつきましては、

最終案としての意思決定を諮った後に、12月にパブリックコメントを実施
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いたしまして、来年３月の策定新年度当初４月からの施行とする予定とし

ております。以上、子ども・若者政策課からのご報告でございます。 

失礼いたします。障害福祉課長の福丸でございます。私からは資料２

「(仮称)第７次川西市障がい者福祉計画の策定について」ご説明をさせて

いただきます。座って説明させていただきます。まず計画の位置づけから

でございますけれども、今回策定をしようとしております計画は３つの計

画を一体的に策定するものとなっております。具体的には、障害者基本法

に基づきます市町村障がい者計画、すなわち市町村における障がい者施策

に関する中長期的な基本的な方向性を定める障がい者計画と、障害者総合

支援法に基づいて障がい福祉サービスなどの提供体制の確保に係る目標

やサービスの種類ごとの必要な見込み量を定めます第５期障がい福祉計

画、また来年４月に施行が予定されています改正児童福祉法によりまして

新たに策定をすることになりました、障がい児通所支援や等の提供確保に

係る目標やサービスの種類ごとの必要な見込み量を定めます、第１期障が

い児福祉計画、これら３つの計画を合わせて一体的に策定をしようとする

ものでございます。２番目の計画の期間でございますけれども、従来、川

西市では障がい者計画と障がい福祉計画を合わせて障がい福祉計画の３

年の期間に合わせまして３年ごとに改定を行ってまいりましたけれども、

今回の見直しにあたりましては、障害者基本法に基づく障がい者計画は中

長期的な視点に立った施策を定めるものというふうにされております点

を鑑みまして、全体の計画期間を６年間に変更する予定としております。

そしてその障がい福祉計画と障がい児福祉計画につきましては、厚生労働

大臣が定めます基本指針、後ほどご説明いたしますけれども、この基本指

針によりまして３年を１期として策定するとされておりますので、この３

年の期間の２回分の６年間で全体の計画を構成するという位置づけにし

ようとしているところでございます。それでは１枚お開きいただきまして

３番目の「国の定める基本指針について」をご覧下さい。先程申しました

ように、障害者総合支援法に基づく障がい福祉計画と児童福祉法に基づく

障がい児福祉計画につきましては、厚生労働大臣が基本指針を定めまして

各市町村はその基本指針に即して計画を策定するものというふうにされ

ております。今回の第５期障がい福祉計画と第１期障がい児福祉計画の策

定にあたりまして国が示しております基本指針の内容はこちらに記載し

ておりますけれども、大きく５項目ございます。１つ目といたしましては、

「福祉施設入所者の地域生活への移行」ということでございまして、障が

い者入所施設に入所されている方が住み慣れた地域で生活ができるよう

に、施設を退所して地元の地域で暮らせるようにしていくと、そういった

目標を定めることになっております。それから２点目といたしましては、

「精神障がいに対応した地域包括ケアシステムの構築」ということで、全
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ての市町村ごとに保健・医療・福祉関係者による協議の場を設置すること

を定めることとされております。また３点目といたしましては、「地域生

活支援拠点等の整備」と申しましては、各市町村または都道府県が定める

障がい福祉圏域というものがありまして、川西市の場合は阪神北県民局の

管内が阪神北障害福祉圏域というふうに定められているんですけれども、

各市町村か圏域かいずれかの範囲で１か所障がい者が地域で生活してい

くために必要な支援の機能を１か所にまとめて、拠点を整備するというこ

と目標に定めなさいとされているところでございます。次に４点目ですけ

れども、就労に関する目標ということで、一般の事業所に就労をしていた

だく人数を増やしていく、そういうことに関する目標でして、この中には

大きく４つの目標値を定めることになっているんですけれども、１つ目と

しては、一般就労の移行者数すなわち一般就労する人を28年度実績の1.5

倍にする、３年後に1.5倍にすること、そして２点目としては、就労移行

支援事業という一般就労をするための支援をする障がい福祉サービスが

あるんですけれども、これの利用者を平成 28 年度末の実績から２割以上

増加させること、３点目としては、この就労移行支援というサービスを行

う事業所が、実際に一般就労に結びつく利用者の一般就労に結びつく人数

を３割以上、一般就労する人数が３割以上である事業所が全体の５割以上

になるようにする、そういう目標、それから４点目としては、来年４月か

ら新たに「就労定着支援」と申しまして、一般就労した方が途中でなじめ

ずに仕事を辞めてしまうということがないように、その就職先できちんと

仕事が続けられるように定着をする、そういう支援が新たなサービスとし

て始まるのですけれども、この「就労定着支援」という支援を受けてから

１年後にも、なお同じ職場で仕事を続けていらっしゃる方が80％以上にす

ること、こういった目標を掲げることになっております。最後に５点目「障

がい児支援の提供体制の整備」ということで、こちらも４つの項目からな

ってるんですけれども、児童発達支援センターという障がい児支援に関す

る中核的な支援機関を各市町村に１か所以上設置すること、２点目として

は、全ての市町村で「保育所等訪問支援」という、保育所や幼稚園や小学

校などへ障がい児支援に専門的な知識を有する支援員が訪問をして支援

をする、そういうサービスがあるんですけれども、これを提供できる体制

を整備すること、３点目としては、重症心身障害児つまり身体と知的両方

の障がいを併せ持っている児童を支援する施設を各市町村に少なくとも

１か所以上確保する、そして４点目としては、30年度末までに各市町村に

保健、医療、障がい福祉、保育教育等の関係機関の連携を深めるための協

議の場を設置すること、こういった内容の目標を定めて３年間で取り組み

進めていくということとしております。次の３ページ目をご覧いただきた

いんですけれども、今回の計画策定の基本的な考え方というところで、現
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在、障害者施策推進協議会という協議体でこの障がい者福祉計画の策定に

ついてご協議をいただいているんですけれども、今回の策定にあたりまし

ては、先程も少し申し上げましたけれども、中長期的な視点に立った障が

い施策の基本計画としての位置づけをより明確にするために、計画期間を

６年間に延長することを踏まえまして、基本理念の見直しを行うこととい

たしております。この見直しにあたりましては、政策形成過程への市民の

参画と協働を進めるといった観点を踏まえまして、市民参加のワークショ

ップの手法を用いまして、計画全体の方向性を定めるということにいたし

ております。また、その次の２番目でということで、策定方針について書

かせていただいておりますけれども、アンケートやワークショップで把握

をいたしました障がい者を取り巻く実情を踏まえまして、そういった課題

やニーズを踏まえた基本目標や重点施策を設定すること、あるいは計画の

達成状況を評価することができるように評価指標を設けることなど基本

的な方針として策定をしてまいりたいと考えております。最後に５番目で

策定スケジュールなんですけれども、今年の３月にアンケートを実施いた

しまして、６月に第１回の障害者施策推進協議会を開催いたしました。続

いて７月に第２回の障害者施策推進協議会で、今ご説明をしましたように

基本的な策定方針についてお決めいただきまして、８月にすでにワークシ

ョップを実施いたしております。今後、11月１日に今のところ予定なんで

すけれども、第３回の障害者施策推進協議会を開催いただきまして、そこ

で計画の素案についてご協議をいただくという予定にしております。その

後、複数回のご協議をいただいて、計画案の方を策定してまいりたいとい

うふうに考えております。以上、簡単ではございますけれども「第７次川

西市障がい者福祉計画の策定について」ご説明をさせていただきました。 

こんにちは、川西市の長寿・介護保険課長の井口でございます。私の方

からは資料３につきましてご説明をさせていただきます。すいません座っ

て説明します。お手元の方に資料３としまして、Ａ４の１枚ものの裏表資

料がご用意されていると思います。そちらをご覧いただきたいと思いま

す。まず「(仮称)川西市高齢者保健福祉計画・第７期介護保険事業計画の

策定」ということで記載をさせていただいております。１つ目の「計画の

位置づけ」でございます。この計画には２つの計画がまとまって１つの計

画になっております。１つ目の高齢者保健福祉計画は、高齢者の健康づく

り・疾病予防・生きがいづくり・一人暮らし高齢者や認知症高齢者に対す

る支援策の充実と介護保険の給付対象とならない事業を含む、保健福祉施

策全般にわたる計画であります。一方、介護保険事業計画につきましては、

介護保険法に基づく介護保険事業に係る保険給付や、保険給付の円滑な実

施を推進するため現状の利用状況やサービスの提供体制などを分析評価

し、介護給付等対象サービスの種類ごとの必要量等を定めるものでござい
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ます。２つ目の「計画の期間」でございます。こちらは平成 30 年度から

平成 32 年度の３年間の計画となってございます。３番目「第７期介護保

険事業(支援)計画に関する基本指針の策定について」でございます。この

支援計画といいますのは、都道府県が策定する計画でありまして、市町村

につきましては介護保険事業計画を策定することとなっております。国の

基本指針といたしまして１つ目の丸でございますけども、介護保険法にお

いて、厚生労働大臣は介護保険事業に係る保険給付または円滑な実施を確

保するための基本的な方針を定めることとされております。２つ目といた

しまして、都道府県及び市町村は基本指針に即し、３年を１期とする都道

府県介護保険事業支援計画、市町村につきましては介護保険事業計画を定

めることとされておりまして、基本指針は計画作成上のガイドラインの役

割を果たすということとなっております。次に、国の第７期基本方針のポ

イントでございます。５点ありまして、１点目が高齢者の自立支援・重度

化防止に向けた保険者機能の強化の推進、２つ目としまして「我が事・丸

ごと」地域共生社会の推進、３つ目が平成 30 年度から同時スタートとな

ります医療計画等との整合性の確保、４つ目が介護を行う家族への支援や

虐待防止対策の推進、５つ目に「介護離職ゼロ」に向けた介護をしながら

仕事を続けることができるようなサービス基盤の整備ということが基本

指針として定められております。裏面に参りまして策定スケジュールでご

ざいます。現在までの取り組みでございます。丸の１つ目アンケート調査

といたしまして、平成 29 年の２月から３月にかけまして２つのアンケー

ト調査を実施しております。１つが「在宅介護実態調査」、もう１つが「介

護予防・日常生活圏域ニーズ調査」の２つの調査を実施しております。続

きまして２つ目の丸でございますけども、５月 31 日に第１回介護保険運

営協議会を開催しておりまして、その場で、１つ目に今従前申し上げまし

たアンケート調査の結果報告をしております。２つ目としまして、川西市

高齢者保健福祉計画・第７期介護保険事業計画策定支援業務委託というこ

とでコンサルタントに委託することの報告をしております。３つ目としま

して、川西市高齢者保健福祉計画・第７期介護保険事業計画のその時のス

ケジュールについてご説明をしております。続きまして３つ目でございま

すけれども、８月の 17 日に第２回介護保険運営協議会を開催しておりま

して、この時に１つ目としまして、平成 28 年度の川西市介護保険事業概

要についての説明をしております。２つ目としまして、介護保険事業計画

策定に係る資料ということで説明も合わせてさせていただいております。

４つ目の丸でございます。これは市民ワークショップということで、市内

３か所で９月26日から10月12日の間に、市内３か所で市内の南部・中

部・北部ということで、３か所で市民の方に参加をいただきましてワーク

ショップを実施しております。５つ目、前期計画(第６期)でございますけ
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れども、庁内の所管におきまして施策別検証シートの作成をしていただい

ておりまして、現在その集約に取り掛かっておるところでございます。６

つ目の丸といたしまして、第７期計画に係る団体意向調査ということで、

市内の団体、社協さんをはじめ地域包括支援センターあるいはそれぞれの

事業者の方に意向調査をさせていただいております。７つ目の丸でござい

ますけれども、11月の上旬を考えとるんですけども、第３回介護保険運営

協議会を開催させていただきまして、今言いましたワークショップであり

ますとか検証シートの結果、あるいは団体意向調査を踏まえた中で、仮称

でございますけれども「川西市高齢者保健福祉計画・第７期介護保険事業

計画」の素案を作成させていただきまして、協議いただきたいと考えてお

ります。また８つ目の丸でございますけれども、それ以降、11月中旬以降

になりますけれども、第４回介護保険運営協議会を経て計画案の方を策定

して参りたいと思っております。合わせまして、保険料につきましては介

護保険運営協議会の介護保険料・地域包括支援センター・地域密着型サー

ビス等施設部会を部会でございますので、こちらの方でその保険料につい

ての協議を経まして、最終的に決定してまいりたいと思っています。説明

は以上でございます、よろしくお願いします。 

続きまして、健幸政策室から参りました松本と申します。私の方からは

健康まちづくり計画についてご報告させていただきます。座って失礼いた

します。手元の資料の４をご覧下さい。まず進捗状況ということで、平成

28 年９月に川西市健幸まちづくり条例を制定し、10 月に施行をいたしま

した。お手元の資料をめくっていただきましたら川西市健康まちづくり条

例が１ページから９ページまでございます。その表紙であります、前文の

ところにありますのが、まずここで、健康で幸せに暮らし続けるというこ

とを健やかで幸せと書く「健幸」と定義しまして、その健やかで幸せと書

く「健幸」につながる幅広い視点から、本市の強みである市民力や地域力

を生かした健康づくり、人づくり、まちづくり、すなわち健幸まちづくり

に取り組むということで「健幸」で活力ある社会の実現に寄与することを

めざしてまいりたいと考えております。それで、その条例の中の５ページ

になりますが、第 10 条のところに「健幸」につながるまちづくりの推進

と、からだと心の健康づくりと、歯と口の健康づくりと食育の推進この４

つを柱とする基本計画を策定するということとしておりますので、現在こ

れに向けて平成30年度から34年度の５年間にまたがる「健幸まちづくり

計画」を策定作業中ということでございます。この「健幸まちづくり計画」

の策定にあたりまして、これまでは健幸づくり計画という計画が計画期間

が平成25年度から29年度、それと食育推進計画が当初の計画期間が平成

23年度から27年度ということでしておりましたが、食育推進計画につき

ましては本年度の29年度までを延長ということで、それを統合しまして、
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それに加えて条例ができましたことで健幸につながるまちづくりの推進

について盛り込んだ健幸まちづくり計画ということになります。また、こ

の計画につきましては健康増進法に規定します健康増進計画、母子保健計

画に位置づけるとともに、歯科・口腔保健を推進していく計画としても 

位置づけいくこととなります。スケジュールなんですが、１枚目の資料に

戻りまして下から３点ございますが、すでに平成 26 年度に食育推進計画

の評価の目安となる「あなたとあなたの家族の「食」に関するアンケート

調査」を実施しまして、28年度には健幸づくり計画の評価と健幸づくり施

策への反映の為の健康づくり及び親子の健康づくりについてのアンケー

ト調査を実施しました。合わせて平成28年度、これは平成29年３月に２

回、健幸まちづくり計画の策定に伴うワークショップを開催しておりま

す。こちらで市民の皆さんのご意見も今度の計画の方には反映させていっ

ていただきたいというふうに考えております。現在素案を策定中というこ

とで、審議会におきましては健幸づくり推進協議会を８月31日に開催し、

食育推進会議におきましては８月22日と昨日10月17日に開催している

という状況で、今後協議を重ねて素案を作っていきたいというふうに考え

ているところです。私からは以上です。 

 

以上で終わりですね。各計画のご説明いただきましたけれども、委員の

皆さんの方からご意見、ご質問ございますでしょうか。この質疑が終わっ

たら各課長さんが退席される予定になっておりますので、ご質問、ご意見

あれば今のうちにお願いしたいと思いますけれども。残っていただけます

か、ありがとうございます。ベターだと思いますけども。はい小田委員お

願いします。 

 

言葉の問題で教えていただきたいんですが、資料２に第７次川西市障害

者福祉計画策定について、障がいの「がい」がひらがな、全体としてはそ

ういうふうにされているんだと思うんですが、時々漢字の時もありまし

て、法律まではひらがなにはできないかなと思ったり、じゃあ市町村の計

画となると(仮称)川西市の「がい」はひらがなになっているし、僕らどう

読んだら、あるいはどういふうな考え方でこういうふうにされたのかちょ

っと教えていただきたいと思います。 

 

障害福祉課長の福丸です。この表記の問題なんですけれども、計画書の

冊子には一応注釈を入れる予定にはしているんですが、基本的には「障が

い者」、一般的に「障がい者」であるとか「障がい」という言葉を用いる

時にはひらがなを用いるというのが、川西市の基本的な考え方としており

ます。ただし、先程もご指摘をいただきましたように、法律の名称である
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とか法律の中にその定義をされている用語、あるいは施設名称などの固有

名詞などについては、その本来の名前をそのまま使うということで、漢字

で表記されていれば漢字のまま表記するという考え方でございます。 

 

障がい者福祉計画についての質問なんですけれども、対象者となる方な

んですが、ここでは障がい者と障がい児ということで２者を定義している

んですが、平成 27 年度から難病患者が総合支援法の対象となると、サー

ビスを受けられるというふうに入っておりますけども、指定難病の患者さ

んの扱いについてはどのようにお考えなんでしょうか。 

 

障がい者の範囲、この計画が対象とする障がい者の範囲につきまして

は、基本的には障害者基本法と同じですので、障害者手帳を所持されてい

る方には限らず、障がいのある方全てを含むものでございます。ご指摘の

ように障害者総合支援法の対象に難病患者の方も含まれることになって

おりますので、当然その方もこの対象に含まれます。 

 

教えていただきたいんですけど、今の資料２の２枚目ですが、都道府県

が定める障害保健福祉圏域、ここは北圏域になるんですけども、医療のほ

うでは今、阪神の北と南の圏域が統合されるような話になっていってるん

ですけども、その障害保健福祉圏域は北圏域のままなんでしょうか。それ

ともそういう動きはあるんでしょうか。 

 

今のところ統合というお話は聞いておりません。 

 

他はいかがでしょううか。 

 

すいません、資料１の中のこども・若者ステーションの中の数字なんで

すけれども、こちらは計画的には毎日とか、方向的にはそういう形での居

場所っていうことを考えてらっしゃるのでしょうか。 

 

居場所のスペースにつきましてもこれは基本的には増設と考えており

ます。それでこちらは先程ご説明も申し上げましたとおり、基本的には総

合相談窓口にお越しなられた相談者の方、あるいはその父兄保護者の方に

対する活用ということを基本的には考えておりますけれども、こちらの職

員につきましては、一定、臨床心理士さんですとか、そういった今後専門

家の方、専門的な知識経験を持った方に入っていただいた上でこちらで何

をしていくべきか、どういった形で進めていくべきか、そういったコーデ

ィネーターとしても合わせて務めていただこうと思っておりますのでそ



12 
 

 

 

明石会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の様な形で進めてまいるものと考えております。 

 

よろしいでしょうか。他はいかがでしょうか。私の方からちょっと各課

の計画についてご質問したいんです、後で地域福祉計画のところで議論し

ないといけないですけども、これは地域福祉計画を策定していく中での会

議でご報告を受けているわけなんですけども、各課ではその計画の中で

「是非ともこれは地域福祉計画に盛り込んで欲しい」というような項目が

ございましたら是非ご説明お願いしたいと思います。といいますのは今回

の社会福祉法の改定でそういう各課の計画の上位にあるのが地域福祉計

画だと、だからその計画の共通する部分を地域福祉計画の中に盛り込みな

さいということになっているわけなので、例えば子どもの居場所の問題に

してもそうですし、それから障がいのほうにしても今度は精神障がい者の

ケアシステムの構築も出てきておりますし、それから介護保険では地域の

協議体、生活支援の問題もありますし、それから総合事業の中では健康づ

くりということがありまして、全ての地域福祉計画とかなり重なってくる

部分がありますので、そこら辺を簡単にちょっとご説明お願いできますで

しょうか。これを是非盛り込みたいというところに則してですね。 

 

まず先程ご説明させていただきました内容から申し上げますと、２点目

に申し上げました、先程ご質問もいただきましたが子ども・若者育成支援

計画の内容につきましては、一定その辺りにとっても関連してくる部分か

と思っております。具体的には、私も少し勉強不足でどういった形で今お

っしゃられました地域福祉計画、そちらのほうとリンクしていくべきかと

いう考えまでは今のところ具体的には持ち合わせてはおらないんですけ

れども、今後この計画推進にあたりましては、先程も申し上げましたとお

り、例えばそのこの計画に基づいて支援していくべき困難を抱えた子ど

も・若者に対する支援につきましてはこのステーション内で個別に取り組

んでいく、あるいは継続して取り組んでいくという部分に重点をおいて進

めていく考えを持っておりますので、それにあたりましては私どものほう

でも地域、資料の１番下にも載せておるんですけども、新地域協議会とい

う形でそれぞれの地域の方、あるいは警察・学校・保健関係・専門家の方

にお集まりいただいて、協議会の中で代表者会あるいは実務者会・個別検

討会議といったそれぞれの専門部会の中で個別に支援していくケースカ

ンファレンスを持つというふうな形での支援を今後取り組んでいかなけ

ればならないと考えておりますので、そういった部分につきましては一

定、この地域福祉計画の中でも少しその方針について、どういう形で関連

していけばいいのか今後検討する必要はあるかと思いますけれども、そう

いった部分が深く関連してこようかと考えております。 
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明石会長 

 

事務局 

 

 

ありがとうございます。次お願いします。 

 

障がい者施策との関連で申しますと、やはり障がいの有無に関わらず誰

もが暮らしやすいまちづくりというのが目指すべきまちの姿ではないか

と考えております。そういった中で、障がいのある人と地域にお住まいの

方々との交流を図るということが非常に大切です。日頃から顔の見える関

係、同じ住民として顔の見える関係を築くということの重要性ということ

を、かねてから私どもの障がい者計画ではうたっております。そういった

中で、やはりその地域ぐるみで共生社会というふうにも申しておりますけ

れども、支援する側・される側というのが固定された関係ではなくて、お

互いに出来ることをお互いに助け合っていく、そういったような部分につ

いて地域福祉計画のほうに位置づけをしていただければ、非常に連携が図

れるのではないかと考えております。 

 

はい、次お願いいたします。 

 

介護保険事業計画のほうでございますけども、先程会長からもおっしゃ

っていただきましたように、協議体ということで介護のほうでは現在取り

組みを進めております。その中ではあの介護保険計画を持続可能なものに

していくということで、現在総合事業が始まっております。その中で、協

議体という中で地域の皆様にもご協力をいただきながら、介護の必要な

方、あるいは支援の必要な方、色んな方がおられますけども、今後高齢化

率が高くなり、また認定率が上がっていくという時代の中で、介護に係る

専門職の数の不足というのが、一方国のほうではうたわれております。そ

の中で総合事業を進めていくというような形の国の方の指針の中で、協議

体ということで、現在地域の皆さんにも入っていただきまして、総合事業

を進めていこうという形で進めております。その中で、やっぱり地域の皆

さんのご意見を聞いたりする中では、介護保険事業計画に限らず、障がい

の計画であったりとか、その上にあります地域福祉計画の中でもやっぱり

住民の皆さんとの協議をしていくという大きなルールは変わりはないか

と思いますので、関連する中では当然一本のものかなという形で認識はし

ております。以上です。 

 

はい、次お願いいたします。 

 

健幸まちづくり計画におきましては、幅広い世代の健幸ということで、

地域の皆さんの健幸という意味で地域の福祉計画等は密接な関係にある
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というふうに理解しており、先日の３日に開催しましたワークショップの

中で市民の皆様からのお声では、情報が中々入らないということをすごく

おっしゃられていました。それは健幸だけじゃなくて色んな情報という意

味もあると思いますので、そういったことも地域福祉計画の中で健幸まち

づくり計画と同様にいっていただければと考えております。以上です。 

 

はい、ありがとうございました。地域福祉と他の計画との関係について

各課長さんのご認識をお聞きすることができました。ありがとうございま

した。他の委員さん、ご意見ございますでしょうか。 

 

先程の話を聞いててちょっと思ったんですけれども、地域でどんどん今

個人的にも団体としても、そういう子ども食堂とかその広場とか等々ある

んですけども、こういう団体等の窓口というんですかね、そういうネット

ワーク作りみたいなところの考えというのはどのような感じになってい

るのでしょうか。 

 

すいません。基本的には、例えば子ども食堂でいきますと、生活支援室

というところが所管しておるんですけど、そういった部分につきましては

例えば各概ね小学校単位で設置しているコミュニティや福祉委員会の今

のネットワーク会議等で、報告や連絡など今の情報交換がされているとい

う状況はあると思います。 

 

それをこのこども・若者ステーションの中に作るということですか。 

 

その中に作るというところまでは今は考えておりませんが、必要があれ

ば今後検討していくというふうになると思いますが、今の所は。 

先程のご質問の、例えば経済的な困窮への支援というふうなところで

は、先程申し上げました子ども・若者育成支援計画の中で謳っております。

ただ、実際の取り組みの中にあたりましては、今課長からも説明ございま

したとおり、生活支援のほうで具体的には受けて参りまして、現時点でそ

のステーションでそういったことも取りまとめているであるとか、イニシ

アチブをとれるであるという部分を予定しているというようなところは

まだ具体的には持ち合わせておりません。いずれにしましても、この対応

となりました場合には、そういった生活支援の部門、あるいは子ども・若

者支援の部分、そういったセクションを横に抜いた形で連携していった

り、するような形が必要になってこようかと思いますので、今実際に活動

されておられるNPO法人の方を含めてどういった形で行政が連携していけ

るかいう部分は、今後何らかの方法で取り組んでいかなかければならない
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事務局 

 

 

部分というふうには認識しております。 

 

今の引き続きにぜひとも検討していただきたいことでお願いをしたい

と思います。というのは、センター的にはやはりこども・若者ステーショ

ンというのは統括的なセンターとして位置づけるのは非常に有効なこと

だと思うんですけども、実際、引きこもりであったり不登校であったりは

やっぱり地域の問題なんです。ですから、やはり地域ぐるみでの活動とい

うのは有効に効果してるんじゃなかなと考えますので、是非とも地域で

NPO とかボランティアとかを巻き込んでですね、公民館を使ってとかなん

かそういう方策が考えられるんじゃないかと思いますのでそういう方向

で検討していただければありがたいです。 

 

すいません、３時になるとちょっと公務で戻らないといけないんです

が、申し訳ないですけど、今の中学校の不登校生の状況とか、あるいは卒

業して進路をみての子どもとか、あるいは中退してそのまま無業の子ども

とか実態を考える時にこういうステーションがあって、相談窓口とか居場

所づくりはやっぱり大事だと思うんですけれども、ただ本当にセオリア適

応指導教室、小中学生がいく場所、あそこへ行ける子はまだいいんですね。

やっぱりエネルギーが大きな集団だとしんどいけど、小さい集団だったら

やれるとか、そこすら行けずに家にこもっている子どもたちをどうするか

という、非常に保護者の人も困っておられるし、我々もどうしたものかと

なるんですが、１つはセオリアという、そういう子どもたちが集う場所が

あるのでそういうところの連携というか、やはりそういう子どもたちも中

学を卒業してやっぱり進学していくんですね。通信制高校とかあるんです

が、そこで続かない時に行く場所というのがあるべきかなと思うので、や

はり連携といいますか、セオリアと連携しながら人間関係を作っておれ

ば、あそこに行ってみようというような形にもなるかなと思いますし、そ

れとさっきもおっしゃってましたけど、そういう訪問というか家を出られ

ない、例えば親から相談きて困ってる、じゃ１回家に行きましょうかと、

会えない場合も多いんですけど、やはりそういう訪問的な活動とか相談に

乗るというか、相談を受けるだけでは親御さんも中々動かないので、１回

きりで終わってしまう可能性もあるので、なんとか継続的な活動を、そう

いう前を向く方向で地域と協力しながらできるんであれば考えられたら

と思います。 

 

ただ今いただいたようなご意見につきましては、この計画改定の専門委

員会の中でも大きく捉えられているとこでありまして、特にこれまで義務

教育の年代対象としてセオリアがあるわけですけども、そこから先の年代



16 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橘田委員 

 

 

 

 

 

明石会長 
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へそういったものに対する支援がこれまで手薄だったという部分を含め

まして、こういったステーションでの居場所を対応してまいります。それ

から、今ご意見ございましたアウトリーチなんかの必要性も、非常に専門

委員会の先生方からも非常に難しい手段であるという情報はいただいて

いるんですけれども、具体的にアウトリーチが適切である事例、それ以外

の方法が良いという事例、いろいろそれぞれのケースごとに今後は検討し

た形で対応できるように考えてまいりたいと思っております。ありがとう

ございます。 

 

今のに絡めてなんですけれども、私たちは訪問支援なんかもしてるんで

すけど、その人たちが出てきた時の、外に出てきた時に行く場所というの

が以外と無いんですね。だから私これはとてもいいかなと思っています。

そういう所にアウトリーチしている人たちが、そういう所につなげていっ

てというようなところでね、これは１つ良いことだと私は思っています。 

 

ありがとうございます。地域福祉計画との関係なんかでは、例えば社協

さんがやっておられるＣＳＷとか大阪なんかでもそういうＣＳＷが教育

委員会とかとタイアップをして、今おっしゃったようにアウトリーチをし

て、そして小さな集団に出てきてもらってそこで活動して新聞配達につな

げるとか就職をしていくというようなことにも実践がもうすでにありま

すので、そこらへんは地域福祉とのコラボといいますか、連携も十分考え

ていただけたらと思います。時間の関係もございますので、先に進ませて

いただいて、またこの問題は地域福祉計画とも関連してきますので、それ

と絡めてご意見、ご質問いただけたらと思っておりますので、よろしゅう

ございますでしょうか。それでは次第３の①第５期川西市地域福祉計画に

ついてですが、事務局のほうからご説明お願いします。 

 

それではお渡ししております計画素案についてご説明をさせていただ

きます。第５期計画と第４期計画の変更点は、資料として５をお渡しして

おります。大きく変更した項目のみ記載をさせていただいております。そ

れでは、始めに現在お示ししております素案のほうをご覧いただけますで

しょうか。こちらなんですけれども、現在、全体にわたり編集作業を進め

ている段階であります。文章に網掛けがかかっていたり、一部見づらい部

分がございますが、今後レイアウトや見やすさについても配慮しながら計

画の作成を進めてまいります。なお、これから申し上げます説明につきま

しては、時間の都合上、前回の会議でもご説明させていただき、大きく変

更していない部分については説明を割愛させていただき、前回ご意見をい

ただきました部分や、大きく変更したまたは新規で追加した部分を中心に
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ご説明をさせていただきます。次回の審議会でも引き続き、計画素案全体

についてご審議をいただきたいと考えておりますので、よろしくお願いい

たします。それでは１ページをご覧ください。こちらでは「第１章 計画

の策定にあたって」ということで、「社会的背景と計画策定の趣旨」を記

載しております。前回いただいたご意見をもとに文章の中身を変更させて

いただいております。社会的背景や国の動向を踏まえて、本市の計画を策

定するという旨を記載しております。続きまして５ページをご覧くださ

い。今回、１番上の部分ですけれども、網掛けしております新たに「住民

主体の地域福祉活動の推進」として、各地区における活動について記載を

追加させていただいております。続きまして７ページをご覧ください。こ

ちらでは、「計画の位置づけ」の「国の主な動向」として、「地域包括ケア

システムの推進」や、平成 25 年以降の国の主な動きを追加させていただ

いております。なお、前回ご意見をいただきました「介護予防・日常生活

支援総合事業」につきましては、先程長寿・介護保険課からも説明があっ

たんですけども、本市の方向性などを現在整理をしている最中ですので、

整理ができ次第、また記載を行っていきたいと考えております。続きまし

て８ページをご覧ください。先程各関係所管課から報告がありました「各

個別計画との関連」について記載させていただいております。前回、「コ

ミュニティの地域別計画」のことでご意見をいただいた部分がありまし

て、地域における計画として本市の総合計画や、社協の地域福祉推進計画、

地区福祉委員会の地区福祉計画と連携を図るものとして、少し修正を行っ

ております。９ページをご覧ください。８ページで挙げました各個別計画

の概要を追加させていただいております。前回ご意見いただきました関連

計画との整合につきましては、後ほどご説明しますが本計画の取り組みに

ついて、関連計画を所管するそれぞれの担当課に照会をかけておりまし

て、関係計画と整合を図るような形で施策内容を記載していきたいと考え

ております。12ページをご覧ください。前回資料では年齢を３区分でお示

しをさせておりましたが、65 歳以上の区分を細分化いたしまして、75 歳

以上の後期高齢者の割合が明確となるよう、年齢を４区分に変更させてい

ただいております。13ページをご覧下さい。新たに平成34年までの全国

と本市の人口推計を追加させていただいております。こちらの本市の推計

につきましては、現在策定中の総合計画で推計されております数値を挙げ

させていただいており、本市は国を上回るスピードで今後も高齢化が進ん

でいく見込みとなっております。なお資料元の都合上、現在は年齢３区分

でお示ししておりますが、今後年齢を４区分に変更させていただく予定で

ございます。16ページをご覧下さい。こちらでは平成34年時点の地区別

の年齢３区分の人口割合を挙げております。先程見ていただきました 13

ページの市全体の推計値をもとに算出しており、今後もグリーンハイツや
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大和地区をはじめ、高齢化が進んでいく見込みとなっております。17ペー

ジをご覧ください。ページの下段に、人口と世帯数の推移から課題をまと

めさせて追記させていただいております。少子高齢化や高齢者世帯の増

加、地区によって大きく異なる状況など、人口の推移や生活環境、地理的

状況等に即した支援が必要と考えられます。続きまして 20 ページをご覧

ください。要介護認定者数や障害者手帳所持者数等の状況を踏まえた課題

のまとめを追加させていただいております。それぞれが増加傾向にあるた

め、高齢化や社会・経済状況の影響を踏まえながら、本人のニーズに合っ

た公的サービスの提供や、安心して暮らしていける地域コミュニティの形

成が必要と考えられます。同じく「地区福祉活動の現状」を追加しており、

福祉ネットワーク会議をはじめ、福祉相談窓口・居場所づくり・見守り活

動・社協との関わりによる地域づくりなど、地区福祉活動の状況を記載さ

せていただいております。21ページからはアンケートの結果を記載してお

ります。前回の資料ではアンケート結果の最後にまとめを記載しておりま

したが、それぞれの項目ごとに課題のまとめを記載するような形に変更を

しております。概要といたしましては、地域に対する専門家のバックアッ

プ体制の必要性、日常的なつながりづくりの重要性、地域活動に継続的に

参加していただくことで人材育成・確保につなげる必要があること、住み

慣れた地域で安心して暮らしていける環境づくりが求められていること

などを挙げております。28ページをご覧ください。こちらでは地区別ワー

クショップにおける意見の概要を記載しております。６月 22 日から始ま

った地区別ワークショップにつきましては、９月 21 日をもちまして終了

いたしました。28 ページ、29 ページでは、地区ごとに挙げられた課題を

集約させていただいたものを記載しており、参加人数や設定されたテーマ

によって集約された課題とは異なっておりますが、大きく９つの共通課題

としてまとめたものを、30ページと31ページに記載をしております。そ

の９つの課題につきましては、人材育成から地域内交流・連携、居場所づ

くり等、安全安心まで９つ出ておりまして、それぞれの課題、その具体的

な内容につきましては、30ページ下段から31ページにかけて記載をさせ

ていただいております。まとめといたしましては、複雑化する地域課題や

人材不足に対して、地域だけでは対応していくことが難しい状況となって

いるため、行政として支援を行っていく必要があるとともに、多くの住民

や関係機関を巻き込んでいくような仕組み作りが求められております。前

回ご意見をいただきましたワークショップ結果の反映につきましては、後

ほど説明させていただきますが、重点施策に反映するとともに、第４章で

挙げている施策との関連付け、そして地域の声として関連施策にページで

一部を紹介するような形で、反映・活用をさせていただきました。その 9

つの課題につきましては31ページから32ページにかけまして、その課題
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についての関連施策どこが主管、どういう課題があるのかというのがこの

地域福祉計画のどこに記載してあるのかというのも課題を見て、施策がど

こにあるのかをわかりやすい形で項目とページ数の方を出しております。

若干ページ数等に関しましては、今後修正がありましたら変更が加えられ

ていく予定となっております。33ページをご覧ください。先ほど冒頭で説

明しました地域福祉市民フォーラムでの意見を記載させていただいてお

ります。こちらも参加していただいた方からのアンケートを元に記載させ

ていただいておるんですけれども、高齢化への対応や人材不足、地区福祉

委員会への支援の充実が求められており、関連する施策の推進により対応

を図っていきたいと考えております。34ページをご覧ください。ここから

は「第３章 計画の基本的な考え方」として「基本理念」を挙げておりま

す。この横の網掛けのところを見ていただけたらと思うんですけど、国の

方では「我が事・丸ごと」として住民主体、地域を挙げた取り組みが求め

られておりますが、この考え方につきましては、今まで本市で進めてきた

考え方と同様のものであると考えておりますので、第５期におきましても

国の考え方を踏まえまして、第４期計画の基本理念を引き継いでまいりた

いと考えております。36ページをご覧ください。こちらにつきましては、

コラムという形で「地域の範囲の捉え方」を記載させていただいておりま

す。地域と一概に申しましても、受け手や取り組み内容についてその範囲

は様々となります。本市における地域の考え方・範囲を改めてお示しをさ

せていただき、それぞれの地域の範囲に応じた取り組みを進めてまいりた

いと考えております。37ページをご覧ください。第５期計画では新たに重

点施策を設定いたしました。今まで解決が難しかった課題に対する取り組

みの推進を図ってまいります。重点施策としては２点挙げており、１点目

の「新しい包括的・総合相談支援体制の構築」につきましては、前回の会

議でもお示しをさせていただきました。前回いただきましたご意見を踏ま

えて修正をしておりますが、この連携強化型相談窓口を相互に連携させる

ために、一部、生活困窮者自立支援の機能のほうを追加させていただいて

おります。ただし、後ほどこのイメージ図につきましては、再度ご審議を

いただきたいと考えております。基本的な考え方につきましては変更はご

ざいません。このような形で地域をバックアップしていくことにより、複

合化・複雑化する地域課題に協働で対応していくことを考えております。

すみませんページが戻りますが、37ページをご覧ください。重点施策の２

点目として、「地域福祉を担い、支えることができる人材の育成」を挙げ

ております。担い手の高齢化や人材不足により、地域や関係団体、事業所

等において人材育成は喫緊の課題となっております。行政や社協において

も、人材の育成や掘り起し等は以前から進めておりますが、十分な育成・

確保の状況には至っておりません。そのため第５期計画の重点施策の位置
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づけ、地域住民や社協との協働で進めていくことで、重点課題の解決に対

応してまいります。40ページをご覧ください。こちらでは施策体系を案と

して記載しております。アンケート結果や国の動向等を踏まえまして、施

策の整理や新規施策の設定を行っております。第４期からの大きな変更点

といたしましては「避難行動要支援者支援の取り組み」を地域を挙げて進

めていくため、基本目標２の「地域を中心としたケアシステムづくり」に

移動させていただいております。また、地域や関係機関と協働で福祉活動

を効果的・効率的に進めていくため、基本目標２において新たに「協働の

まちづくり」の項目を設けまして、「行政の推進体制の強化」と「協働に

よる進行管理」の２つの施策を位置づけて推進していきたいと考えており

ます。さらに、社会潮流や国の動向に対応するため、基本目標３において

は、「生活困窮者自立支援対策の推進」と「自殺防止対策の推進」を位置

づけまして、新たな福祉課題に対応してまいりたいと考えております。続

きまして第４章 41 ページをご覧ください。ここからは「第４章 施策の

展開」になります。ここでそれぞれの施策の具体的な内容に入る前に、記

載しておりますこの構成について少し説明をさせていただきます。41ペー

ジから45ページまでを例に説明させていただくんですけど、まず41ペー

ジにつきましては「１．地域福祉を支える人のつながりの強化」の「（１）

市民主体の福祉ネットワークづくり」について、施策の方向性を枠の中に

記載させていただいております。まず、この市民主体の福祉ネットワーク

についてどのような考え方で施策を進めていくのかを冒頭で説明をさせ

ていただいております。次に、施策の現状と課題を記載させていただいて

おります。関連するデータも併せて記載させていただいております。43

ページのほうでは「みんなで取り組むこと」ということで、「住民・地域」、

「社協、民間、NPO、法人等」と「行政の取り組み」、この３つの視点で取

り組み内容を記載させていただいております。地域・住民とこの内容をそ

れぞれに取り組んでいくことを記載させていただいて、それぞれの役割分

担を明確にすることで、計画的に効果的に進めていくことができるのでは

ないかと考えておりまして、それぞれの主体において、我が事として取り

組んでいただければと思っております。また「社協、民間、NPO、法人等」

の取り組み内容につきましては、現在、社協において作成を進められてい

る「地域福祉推進計画」の内容を踏まえて記載のほうさせていただいてお

ります。「行政の主な取り組み」につきましては、第４期計画の進捗状況

や国の動向、各種意見聴取結果を踏まえて、一部施策の整理等も行いなが

ら、内容の記載を行っております。この中に、以前の計画には無かったん

ですけれども、その施策事業内容の担当課がどこであるのかを明確にする

ため「担当課」を追記させていただいております。前回ご意見いただきま

した関係課との連携や、関連計画との整合性、先程会長から関係主管課と
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の部分の連携のお話もありましたが、さらに充実した計画となるよう内容

を精査していきたいと考えております。44ページの下のほうには「地域の

声」として、本年実施いたしましたそれぞれの地区からのワークショップ

の声を、その結果を一部紹介するような形で「地域の声」を記載させてい

ただいております。構成としてはこのような構成でそれぞれの部分を記載

させていただいております。また、45ページでは「地域活動の紹介」とい

うことで、それぞれの地域で進められている先進的または独創的な取り組

みを、コラムとして紹介をさせていただければと思います。こういうこと

を紹介していくことによって、市の取り組みと併せた周知・啓発ができれ

ばと思っております。構成の方については以上となります。それではそれ

ぞれの施策についてご説明させていただきますが、冒頭にも申し上げまし

たように時間に限りがありますので、新規施策を中心にご説明させていた

だきます。60 ページをご覧ください。「総合的な相談体制づくり」の取り

組みになります。こちらでは総合的な相談体制の充実を図る施策になりま

すが、61ページの行政の主な取り組みでは「重点施策１ 新しい包括的・

総合相談支援体制の構築」に関連する内容として「①体制の構築」「②地

域へのバックアップ」を新規で追記させていただいております。その上の

社協の取り組みについても、関連する取り組み内容を記載しております。

また、先ほどありましたようにこども・若者ステーションの記載について

は「④こども・若者ステーションの設置」も新規施策として挙げさせてい

ただいております。続きまして、66 ページをご覧ください。「避難行動要

支援者支援の取り組み」になります。こちらは地域と連携した災害時にお

ける支援の仕組みづくりに関する取り組みになりますが、69ページのほう

で「②要支援者の個別支援計画の策定」と「③福祉避難所運営マニュアル

の作成支援」を新規施策として挙げさせていただいております。続きまし

て72ページをご覧ください。「社会福祉協議会との連携」になります。こ

ちらでは 73 ページの施策・事業内容の「１ 社会福祉協議会の地域支援

事業の強化」の「②連携強化に向けた連絡・調整」を新規施策として挙げ

ております。こちらは従来から進めておりますが、今まで施策としては明

記されておりませんでしたので、協働による推進の強化をさらに図るた

め、新規で追記させていただいております。74ページをご覧ください。同

じく基本目標２の「２．地域福祉を支える専門機関や団体との連携」にご

ざいます「社会福祉法人・ボランティア・NPO 等との連携」になります。

こちらの 75 ページの施策・事業内容ですけれども「１ 社会福祉法人等

との連携と支援」の「①助言や支援」と「②法人と地域と連携した活動へ

の支援」を新規施策として挙げさせていただいております。続きまして77

ページをご覧ください。「行政の推進体制の強化」になります。こちらは

行政の横断的な推進体制の強化を図る取り組みになりますが、78ページの
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「①職員への地域福祉計画の内容の周知」と重点施策に関連する「②連携

トータルサポートチームによる対応」を新規施策として挙げさせていただ

いております。続きまして79ページをご覧ください。「協働による進行管

理」になります。こちらは、計画や取り組みの進行管理を協働で行う取り

組みになりますが、こちらの「①計画の周知」と「②進捗状況の公表」を

新規施策として挙げさせていただいております。今後は市民視点で地域住

民の参加による評価を検討していきたいと考えております。続きまして82

ページをご覧ください。「成年後見制度の普及啓発」になります。こちら

は 83 ページの「２ 成年後見制度の利用促進」の「①後見人の選任・交

代への支援」と「②地域のネットワークづくり」「③安心して制度を利用

できる環境整備」を新規施策として挙げさせていただいております。現在、

こちらは国の方でも成年後見制度の利用促進が進められておりまして、そ

の流れを受けて新規で追加させていただいておりますが、もう少し内容に

ついては充実させていきたいと考えております。続きまして 85 ページを

ご覧ください。「生活困窮者自立支援対策の推進」になります。こちらも

国の流れを受けまして、生活困窮者の自立支援に向けた取り組みと、子ど

もの貧困対策に関する取り組みになります。こちらの 86 ページの取り組

みすべてが新規施策となっており、それぞれの支援事業や相談体制の強

化、関係機関職員の資質向上、就学援助、放課後の学習支援を取り組みと

して挙げさせていただいております。続きまして、87ページをご覧くださ

い。「自殺防止対策の推進」になります。こちらも国の流れを受けまして、

自殺防止対策に関する取り組みになります。こちらの施策・事業内容の「①

若年層への支援」と「②新しい包括的・総合相談支援システムによる当事

者支援」、ここは「体制」が正しいのですが、新規施策として挙げており

ます。今回、新規施策を中心に説明させていただきましたが、ご説明して

いない施策については大きな変更等はございませんが、本日と次回の２回

にわたりまして、計画全体についてご審議いただきたいと考えておりま

す。最後に第５章となりますが、94ページになります。こちらでは計画の

推進として、推進体制と進行管理の考え方を記載しております。推進体制

につきましては、庁内の推進体制を強化するとともに、社協や地区福祉委

員会、ボランティア、NPO、民間事業者、社会福祉法人との連携・協働を

さらに進めていきたいと考えております。進行管理につきましては、定期

的に本審議会で計画の進捗状況をご審議いただいておりますが、今後も引

き続きお願いしていくとともに、地域や社協と連携しながら効果的な進行

管理・評価の手法も検討していきたいと考えております。指標につきまし

ても総合計画とも連動する部分については可能な限り計画に取り組んで

いきたいと考えております。説明のほうは以上となります。 

はい、計画案について審議委員を中心にご説明をいただきましたけれど
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も、どのところからでも結構でございますけれど、委員の皆さんの方から

ご質問、ご意見を頂戴したいと思います。どうぞお願いいたします。 

 

福祉委員会の片峰と申します。今地域で問題がありまして、高齢者の生

活がちょっと困っているときに、訪問したときに実は介護保険が受けられ

ない。というのはなぜかというと、同居者されている方がいるんですね。

でも同居されている方が障がいを持ってらして、じゃあ地域包括に相談し

たんですけれども、それが「うちじゃない」というようなことで、今さっ

きも言われましたように、複合の問題というようなことで私たちは一体ど

こに相談していったらいいのかというようなことを、ここできちっとでき

るのかどうか、体制についてお考えをお願いします。 

 

個別的な内容で詳しくお聞きしないと多分お答えできないような問題

だと思うんですけど、お年寄りがおられて介護は必要ではないかと。 

 

そうなんです。ちょっと身体的に心臓が悪いのでバイパスを入れてらっ

しゃって、日常生活にちょっと支障をきたしてらっしゃるんですね。 

 

子どもさんが障がいをお持ちで。 

 

障がいでまだ60歳前ですので介護保険対象では無いので。 

 

どちらの方が介護保険必要なんですか。 

 

高齢者の方に介護保険を使いたいと思った時に、実は使えないと地域包

括に相談したら言われたので、そういったことの問題解決は今度その相談

体制がこれでできるような仕組みになるのかどうか。 

 

なるほど。なかなか、総合相談的な困難事例というか、そこらの仕組み

についてお願いいたします。 

 

先程の素案のほうでも37ページ、38ページにかけてイメージ図を書か

せていただいていますけれども、そういった制度の狭間であるとか複合化

問題というのが、今この例えば 38 ページの図なんですけれども、上が今

の現在の住民主体のネットワークのところなんですが、先程言われたよう

に包括に相談しても違うと、そこの要は狭間でどうしたらいいのだろうと

いう部分を、今回の素案「連携強化型相談窓口」というのを設置した中で

検討を行う、なおかつその部分で地域に返せたらいいんですけども、それ
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でも解決しない場合はその下の連携トータルサポートチームということ

で、行政と相談窓口が一体になって問題解決にあたるという、基本的には

総合相談新体制をイメージした図ということで入れさせていただいてお

ります。あと先程冒頭説明の中で、一部ちょっとこのイメージ図について、

すいません、少し提案があるんですが会長よろしいでしょうか。資料６の

ほうを見ていただきたいんですけど、資料６でございます。左右案１案２

ということで右上に書かれた表でございますが、まず左側の案１につきま

しては、この計画素案に記載しておりますのと、イメージ図はほぼ同じに

なりますが、異なる点といたしましてはコミュニティーソーシャルワーク

機能というのが、少し矢印の方を変更しておるのと、あと行政の連携と他

のサポートチームの枠を少し大きくしております。地域でのこれまでの活

動を、その中で発生した複合化問題、制度の狭間の問題を社協が受け止め、

最終的には行政が連携支援をして受け止めるというイメージ図になって

おります。その右側の案２なんですけれども、こちらは社協と行政を同列

に並べて、連携支援を行っていくということで、市の地域福祉計画である

ため、行政の社協と連携して複合化問題・制度の狭間の問題に対応してい

くというイメージ図でございます。この図につきましては前回の会議でも

お話があったんですけれども、どのような図のほうがいいのかも含めて、

少しご意見、ご審議いただけたらと思っております。以上です。 

 

ありがとうございます。相談の件はそれでよろしいですかね。図につい

ては案１の方はどちらかというと総合的な相談を社協が中心になって受

けるようなイメージになってるんですけども、市が作る計画なのでやっぱ

り市が主体になって、そういう図柄にならないといけないのではないかと

いうのが私の私見なんですけれども、今日は副会長の川島先生がいらっし

ゃいませんけども、副会長は案１でもいいのかなとおっしゃってるそうな

んですけども、やっぱり市が作る計画をやっぱり市が主体的になっている

ところで書いて、そして他と連携するという、社協かＮＰＯかわかりませ

んけれども、そういうふうな図柄になるので、私は案２の方がベターかな

と思いますし、さらに市の方が大きくても、どちらかというと市の方が大

きくて社協の方が小さくてもいいくらいかなというそういうイメージな

んですよ、これね。 

 

社会福祉協議会の話ですから、今日、この資料をよく見せてもらって、

市の方はこういうふうに考えていると、案として、ただ、私、今社協の会

長として参加させてもらってるけど、やはり社協に帰ってちょっと検討さ

せてもらわんと、今すぐ「そうですな、１がよろしいな」「２がよろしい

な」とは言われへんから、ちょっと検討させてください。 
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そうですね、どちらも主体になる話ですので主体がどんなふうに考えら

れるかということで、委員さんにまた持ち帰っていただいて。 

 

すいません、よろしいですか。ちょっとそれとちょっと意見だけ言わし

ていただきたいんですけど、37 ページの重点施策のところで、（１）の最

後で、「これらの連携した取り組みを通して、社会福祉協議会においてコ

ミュニティーソーシャルワーク機能を果たすよう努めます」と書いてある

んやけど、これは社協の言葉であって市の計画でやったら「支援します」

と付けてもらわんと「努めます」て書いてあるんやけど、社協が努めます

て書いてあるんちょっとおかしいのかなと。「支援します」やったらわか

るんやけども、市の計画ですからね。社協の推進計画やったら「努めます」

でいいんやけど、その辺はどうなんですかね。 

 

そうですね。基本的には行政が社協についてもでもバックアップしてい

く、連携していくというところになりますので。 

 

よろしいですか。あの先程ずっと全体の説明を聞いて、上手にまとめて

作ってあるなという印象はしたんですけども、私、１点気になってるのは、

こういう福祉計画を作る時に、川西市は縦長に細長い、それから地域によ

っていろいろな特徴があると。それを川西市の地域福祉計画で１つの案に

させてしまうのがいいのかどうかという観念があるんです。地域によって

は全然文化もまちの生い立ちも違うわけだから、その辺のところをもっと

柔軟性を持たれて、実際にやるのは地域の福祉委員さんとかそういう地域

の方々が取り組んでるわけだから、その辺のところをもっと地域の方々が

やりやすいような、柔軟性を持てるような文言があればと思ったんです。

全てこの計画や案をバッと市内全域にかぶせるのも１つの手法かもわか

らんへんけど、川西はそういう地域の特徴を生かす、なんか方法も考えら

れないかなという感じがしたんですけども。 

 

私が答えるのも何なんですけども、「福祉デザインひろばづくり」とい

うのが川西市の１番大きな特徴で、地域地域によって計画を作って自分と

ころの地域の課題を解決していくという姿で、ここにも出てきますけども

一旦消えてたんですか、あれね。また出たり入ったり。事務局すいません

続きの補足をお願いします。 

 

先程会長が言われましたように、川西は平成 15 年の地域福祉計画策定

のときから地域ごと、先程言われました南北に細長い、坂道があればそう
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じゃないところ、あと色んな地域がありますので、その地域ごとに地域住

民の協力のもと、福祉施策を推進していくということで地域デザインとい

う、その地域に応じてデザインしていきましょうということで始まってお

るんですけども、基本的にはこちらのほう、先程言われましたように地域

ごとに色々とやり方が違うんですけれども、各々今回ワークショップとい

うことで 14 地区を回らしていただきまして、それぞれの意見をいただき

ました。その部分を先程見ていただきました28ページから30ページにか

けまして地域ごとの課題もこちらに抽出させていただいております。基本

的にこの計画ですべてを網羅することはできませんので、要は地区福祉委

員会での地区福祉計画において地区の計画を作っていただいて、その上に

社協の地域福祉推進計画があってというところで連動している形での、今

の推進体制になっておりますので、地域ごとの異なる内容をすべてこの計

画に網羅するのでなくて、地区は地区ごとの地区福祉のその計画のほうで

反映していただくことを考えております。 

 

今言われた通りで、今、各地区福祉委員会で地区別福祉計画をこれから

策定していくわけですね。だから地域によってはその地域の特徴を活かし

た計画が出てくる可能性もあるわけですよね。私ところの社協はこれに基

づいてくる推進計画を作っていくわけだから、市の計画と地域の地域別福

祉計画とうまいこと連携できるような形で私どもはやらなあかんので、そ

の辺のところ、地域によってはそういう特徴ある計画を出してくる可能性

は十分あると私は思うんですね。だからその辺のところを、やっぱり今課

長がそういうふうにしてもらって結構ですと言われているので、地域のそ

の辺でこれから策定されると思うけれど、やっぱり市としてはこういう計

画を作っていく、１つの網でダッとかぶせるんじゃなしに、そういう特徴

を活かすというような形でやってもらえたらありがたいなと、これは私の

個人的な考えですので。 

 

ありがとうございます。その通りだというふうに思います。市の計画と

しても最大公約数、共通的な問題についてきちっと押さえていくというこ

とで、社協のほうは社協のほうで民間の立場で地域福祉をどんなふうに個

別に進めていくのか、かなりこういうのは、日本で多分川西だけだと思う

んですけども、地区別計画をまず作られているというなことで、それをう

まく連動していくようにやっていくということで、地域の良さも全体のそ

ういう最大公約数も活かされていくと思うんですけど、社協の推進計画も

作ってる委員会の委員長も私ですので、私にも重大な責任があるなと今感

じたばかりなんですけども、そんなふうに進めていかなければいけないの

かなと改めて認識を致しました。ありがとうございます、他はいかがでし



27 
 

 

 

小田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明石会長 

 

藤末委員 

 

 

 

ょうか。 

 

前回の地域福祉計画と今回の地域福祉計画の違いは、厚生労働省の社会

援護局のほうで最近に至って「我が事・丸ごと」地域共生社会という概念

を打ち出されて、それを兵庫県のそして県下の市町の思いを受けて、入れ

ておられるところだと思います。その気持ちは非常に良くわかります。ま

た、なんとなくそういうことはいいなというふうに思うところもあるんで

すが、一方、どんなに仲の良い夫婦であっても、親子であっても、兄弟で

あっても、あるいは地域の一人暮らしの方々がお互いにという場合もある

でしょうけれども、すべて「我が事・丸ごと」というふうに言われてしま

いますと、何か一人ひとりの人間の自己決定権といいますか、尊厳性とい

いますか、あるいは自由と言いますか、そういうのが侵されてしまうよう

なそういった面もあるように思います。国のブレーンの方々は、それはあ

まりおっしゃらないわけですけれど、ともかく広げればいいんだというこ

とだと思いますけれども、それが今申しましたような福祉哲学的に言えば

課題を抱えている、また、こんな事をしてもらうとそれぞれの人間の問題

がおかしくなってしまう。またそういうことがある程度ありえるとしても

それは抑制的といいますか、謙虚にといいますか、そういったふうな格好

で記すべきじゃないかと思います。１ページでも36ページでも39ページ

でも「我が事・丸ごと」の地域づくり、とありますけれども、皆さんお一

人おひとりが考えてみられていかがですか。自分自身の人生、こういった

ふうなものを他の方々に「我が事・丸ごと」と言われて、特にはありがた

いような気もするかもしれませんけれども、逆に、時には今申しましたよ

うに自分の尊厳性はどこにあるのか、というふうな問題もあるかと思いま

す。ですから、もっと謙虚に、あるいは抑制的にお書きになった方がいい

んじゃないかなというふうに僕は思いますので、今回の地域福祉計画の目

玉商品みたいな考え方ですから、大切にすることには異を唱えませんけれ

ども、今申しましたように一人ひとり、親から生まれて一人ひとり死んで

いく、そういったふうなことを「我が事・丸ごと」と取り上げられたら大

変だという方もいらっしゃる、その辺のところの組み合わせといいます

か、ちょっと考えていただきたいなと思うんです。 

 

どうもありがとうございました。他はいかがでしょうか。 

 

確認ですが、66ページに「避難行動要支援者の取り組み」について記載

されています。これは、自治会で要支援者の方を名簿で登録されていると

思いますが、いざ地震などの災害が発災した際に、要支援者の方を避難所

等まで避難のお手伝いをするわけですが、その次にとるべき具体的な行動
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など記載が必要だと思います。例えば危機管理室との連携が重要です。避

難所の設備やコメ、水など食料品の受給など被災者が生活するための援助

が必要です。11月11日に医師会主催で第15回市民医療フォーラムを開催

しますが、今回のテーマは、災害をテーマとして、パネルディスカッショ

ンで、地震をはじめとした災害時の要援護者に対する取り組みを企画して

います。参考にしていただければ幸いです。 

 

もっともなご指摘だなというふうに思いますが、事務局いかがですか。 

 

ご指摘いただいておりますように、避難行動要支援者の取り組みも今回

は書いてはおりますが、以前からさせてはいただいておりまして、例えば

先程説明しましたように、それぞれの要支援者の方に関しましては、今後

一部の方にはもうすでに出来ておるんですけれども、個別支援計画という

ことで、69ページで先程ちょっと説明の方もさせていただいたんですけれ

ども、まずは避難行動要支援者の個別支援計画ということで、69ページの

「要配慮者支援の実行体制確立」の②のところですけれども、「避難行動

要支援者の個別支援計画の策定を地域の避難支援等関係者とともに進め

ていきます」という部分で進めておるところではございまして、基本的に

は配慮が必要な方につきましては、地域でなにかあったときにはどのよう

に避難をするのか、行動するのかということをあらかじめ決めさせていた

だいております。福祉政策課のほうで避難行動要支援者の関係を取り扱っ

ておりますが、基本的には危機管理室とも密に連携を取っておりますの

で、その記載のほうはこの中では少し抜けているような気もしますので、

そこの部分も含めまして、少し追記の方をさせていただきたいと思ってお

ります。 

 

よろしいでしょうか。酒井委員さんどうぞ。 

 

私のコミュニティの立場で言わせていただくと、ここに地域の声とい

う、出てるほとんどがそういうコミュニティ関係、自治会関係の方の声に

聞こえるんですが、地域分権がスタートして、そして福祉委員会はほとん

ど 14 地区あるコミュニティの中の半数以上がコミュニティの傘下に入っ

ておると、そういう中で自治会を対象にコミュニティが動いている中で、

福祉委員会は全員対象の利用推進にしていかなければならないという問

題がある中で、こういった声がたくさん出てきているということは、この

自治会加入率は50％をすでに割って、もう40何％という段階では、非常

にコミュニティとしてこういう計画を進めていくのは非常に難しいとい

うことが言えるんじゃないかと思います。何か、自治会に入りましょうと
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か、何とか言う、それに関連する自治会に入ることによってこういうメリ

ットがありますよというようなことも打ち出して欲しいなと考えますが。 

 

そうですね、おっしゃられる通り、自治会加入率が下がっていることも

聞いておりますので、その部分につきましては、参画協働室の方とも連携

をしながらということで、以前からも加入率の公表については広報紙等で

も啓発されているんですけれども、今後検討していかないといけない課題

だと認識しています。 

 

これは川西だけではなくて、多くの市町村が自治会数、組織率が50％を

切る、これは私が住んでいる豊中も40％台で、どんどん下がって行く一方

です。低いだけではなくて、尼崎もそうですね、尼崎もそういう自治会中

心の社協の構成を取ってるんですけども、そこも下がっていってるんです

ね。かなりこう、どこでも社協の組織、自治会の組織率が下がってきてい

るという大きな問題。これは自治会だけではなくて、消防団員になる人も

少ない、民生委員さんになる人も少ない、保護司になる人も少ないという、

地域を支えていく人たちの今までの従来の組織を、地域を支えていたそう

いう仕組みがどんどんやせ細っていって、地域の希薄化と言われますけど

も、ずっと前の地域福祉計画であれば地域で支えるということで結論で終

わってたんですけど、地域で支えきれないような状況になって、今、酒井

委員さんのご指摘があったということです。他はいかがでしょうか。 

 

今回のこの素案なんですけれども、まだもう一回くらい審議があるのか

なと思っているんですね。ただ、私の方はこの 10 月で改選なって任期が

切れますので１つだけ意見として発言したいと思っています。先程、38

ページに、今社協の会長がいらっしゃらなくなって残念だなと思ってるん

ですけれども、38ページのその「新しい包括的・総合相談支援体制」のイ

メージ図の方、会長は案の２、そして副会長は１でもいいよというところ

で、社協の会長は「持ち帰って考えさせて欲しい」というような意見を出

されたんです。私はここの委員としての意見を１つだけ言っておかないと

いけないのかなと、次はないかなと思って。要はこのイメージ図にしても

地域福祉計画というのは市が主体となってやっていくべきものだと思う

んですね。どちらかといえば社協というのは市から支援をしてもらう立

場。先程も前のページでも言われましたね。会長が 37 ページのところの

コミュニティソーシャルワーカーで「努めます」というのはおかしいじゃ

ないかと、それと同じで、やはり支援してもらう立場というのは同等では

ないということを含めると、今本当に部長たちに申し訳ないと思うんです

けれども、どちらかといえば社協のほうに丸投げ的な傾向がありますので
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ね、私はやはり市が表立ってやってるという体制をとるのであれば案２の

ほうがふさわしいんじゃないかなということだけ意見として申し上げて

おきます。 

 

ちょっと教えていただきたいんですけど、色んな施策がそれぞれの課で

あると思うんですけど、その中で川西市福祉政策の皆さんがこだわってい

る 37 ページの包括的とか総合的にやっていくというところはとてもいい

と思うんですが、資料１にあった川西市子ども計画の中で、子ども・若者

総合センター、こども・若者ステーションというのがキセラですね。、「こ

ういうステーション作ります」、これはこれでいいと思うんですけど、こ

の資料の中はほとんど総合的にとか包括的にとか、若者・障がい者・お年

寄りということが全て、ただここには調理台とか和室とかお年寄りが求め

ている集いの場とか、もし作られるんであれば、なるべく窓口を子どもと

若者という建物で閉ざしてしまってるイメージが見えるんですけど、これ

はあえて何か意味が、どこまでが子どもでどこまでが若者という区別が今

後難しくなった時にこの人たちしか使えないのか、この施設が一体どうい

う目的の福祉計画の中の立ち位置になるのかがわからないなというふう

に感じたんですけど。 

 

このこども・若者ステーションですけれども、少し説明を簡略化してち

ょっとお伝えがままならなかったのかもわからないですけど、基本的には

これに関しては、子ども・若者育成支援推進法という法律に基づく中で、

こういった若者については概ね 30 歳未満、あるいはその法に基づいて作

られました国の大綱の中では、そういった社会的に円滑な社会生活を営む

上で困難を有する若者につきましては 39 歳まで、といいますのはこの大

綱の中でしっかり定義付けられている部分でありまして、またこのステー

ションにおけますそういった支援の場といたしましては、この推進法に基

づく中で努力規定として、こういった場を設けるということが努力義務と

して与えられておりますので、その中でこのステーションにつきましては

一定こういった限られた年代に対する、いわゆる子ども・若者の範疇に対

する支援をする場と限った上で、今回設置となったものというふうに考え

ていただけましたら結構と思います。先程ちょっと説明の方もさせていた

だいたんですけれども、この素案の60ページから61ページにかけて、一

応総合相談体制作りの中で、現状の中で子育てをサポートするであると

か、家庭で悩み、ひどい虐待に関している部分とかを含めて新たな相談体

制作りというところで示させていただいてる中で、先程の 61 ページの行

政の方の取り組みの中の施策の①～④で、子どもからお年寄りまで全て地

域を丸ごとというところになってくるんですが、この若者ステーションが
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できます施設は来年９月に移転するんですが、その中には、今会長おられ

ませんが、社会福祉協議会であるとか障がい者団体も含めた施設が入居す

る形になりますので、そのビルが総合福祉センターとしての機能を果たし

ていくような検討もしていきたいと考えておりますので、今その部分を検

討している段階でございます。 

 

五嶋委員さんよろしいでしょうか。総合とか包括はついてないけれど

も、包括というのは行政の大好きな言葉ですけれどもね。 

  

自殺対策のボランティアをやっている立場から２点お聞きしたいんで

すけど、自殺対策の３本柱といいますか、それは、１つは啓発でもう１つ

が相談で、もう１つが連携と、この３本柱で機能していると言われており

ます。それに基づいて１番下の行政の主な取り組みについて、ちょっと書

き方難しいかもしれませんけど、この３つの柱に沿ったような書き方で

「連携・啓発・相談」ということが明確にわかるような形にならないので

しょうかということで、検討いただければありがたいなと思います。それ

と２つ目なんですけども、命の授業ということで、若者を対象とした自殺

対策が今進行中です。今後も若年層に視点を当てた自殺対策を進めていく

のであるならば、担当課は福祉政策課だけではなくて、教育委員会の協力

も当然必要になってくるんではないかと考えておりますので、どちらも合

わせてご検討のほど、よろしくお願いいたします。 

 

２点検討していただきたいというご意見です。 

 

貴重な意見ありがとうございます。今２点おっしゃられた通り、その件

についてはこの計画に盛り込むような形で検討してまいりたいと考えて

おります。 

 

もう４時をちょっとまわったんですけれども、他にご意見ございません

でしょうか。 

 

この地域におけるケアシステムの充実というところ、63 ページ、64 ペ

ージの方に「福祉ネットワーク会議」の場を活用して、地域や関係機関等

との情報共有を図り、地域の実情にあったケアシステムの取り組みとある

んですけど、今協議体の問題があって福祉委員会としては、やっぱり見て

もわかるように、コミュニティをベースにこの福祉計画が出来ていると思

うので、できましたらそこら辺もコミュニティベース、要するに小地域地

区別に小学校区ごとに問題解決の場を作っていただくほうがいいのでは
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ないのかなと思っています。 

 

これは地域によっては中学校区で考えてたり、小学校区で考えていたり

するわけなんですが、小学校単位で協議体を考えていただきたいというご

意見なんですが、事務局からどなたがお答えいただけますか。 

 

長寿・介護保険課の井口です。現在、協議体ということで、策定とか取

り組み始めさせていただく時には、中学校区単位、日常生活圏域というこ

とで、中学校単位で協議体を進めてきておる状況でございました。実際、

本年いろいろ協議体の皆さんとお話をする中で、中学校区単位で話ができ

るところともうちょっと小さい地域でしたほうがやりやすいよというふ

うな、色んな意見をいただいた状況の中でありまして、今そちらの意見を

踏まえまして市の方でどう今後していくかというところを検討しており

まして、検討結果がまとまりましたら皆様のほうにもお伝えをさせてもら

いたいと考えておりますので、もうしばらくお時間をいただけたらと思っ

ています。 

 

ありがとうございます。これは今どこの市町村も、今それでそういった

問題をやってるみたいです。市でやるのか社協でやるのか、校区をどうす

るのか、人材どうするのか、いろんな課題が今両者の中にあるみたいです。 

 

近隣はみんな社協さんが窓口となっているそうです。 

 

他はございませんかね。ないようでしたらぼちぼち閉めたいと思うんで

すけど、私から最後に１点だけ、ちょっと事務局にお願いをしておきたい

と思うんですけども、こういう計画を作る時には、計画を作ったり作った

もんを作るだけではなく、進めていくためには行政の中の連携といいます

か、最後の進捗状況のところにも関係するんですけれども、前回はプロジ

ェクトチームを作っていただいて、地域福祉計画と他の課の事業計画はど

んなふうに関係していくのかということで摺り合わせをして、そして作っ

ていただいたので「今回は作っていただいていますか」というふうにお尋

ねしたら「これから作ります」というお返事やったんですけども、どうも

作っておられる様子は無い。もう１点は、我々が今５人の課長さんの方か

らいろいろな説明を受けましたけれども、今までまったくその説明を受け

ていなかったので説明を受けないでその重要な事項をどんなふうにして

審議するんだというふうに投げかけをしたら、今日はご説明をしていただ

いたんで、その約束は果たしていただいたのかなというふうに思ってま

す。もう１つの感想なんですけども、どうも最初に地域福祉計画と他の計
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画とはどんなふうに関わっているのかという、あるいはそのどういうふう

に関わったらいいのかというご意見を求めたんですよ、最初にね。その時

に、謙遜かもわかりませんけれども、あまり知識を持ち合わせていないの

で勉強不足であるという言葉もあったり、あまり具体的なお話が無くて一

般的なご意見で終わっていたので、果たして本当にこの地域福祉計画をよ

く理解していただいているのかなという感じはいたしました。ただ内容に

ついては、各課の取り組みはきちっと事業の中に入れていただいてますの

で、それは実現していけるのかなというふうに思いますけれども、この計

画の進捗 94 ページのところに「健康福祉部局をはじめ関係部局担当課と

の連携・情報共有に努めます」と、これは絵に描いた餅ということわざに

終わらないように、これからやっぱりしっかり地域のいろんな問題を各課

と、特に福祉政策課が中心になって情報共有していただいて、今度の計画

を作る時に、また各課が出てきていただくということではなくて、日々や

っぱりそういう、例えば年に四半期ごとに進捗状況をしっかり話し合って

いただいて、地域の声をお互いに反映させて、よりよいその地域福祉ある

いは川西の福祉を作っていただくような、実質的な進捗をしていただきた

いなと思います。それからもう１つ、関係課の課長さんにお願いがあるん

ですけど、この地域福祉計画を作ったときに市民へのアンケートをやった

んですけれども、その時の自由意見をぜひ読んでいただきたいと思うんで

す。非常に川西市の福祉を評価されている意見と、非常に厳しく批判をさ

れている意見とはっきり分かれてるんです。見ていただいたらどこの課が

１番厳しく批判をされているかというのは、部長さんわかりますよね。と

いうことなので、それが市民の全部ではないと思うんですけど、どういう

ところに批判が集中しているのか、ここら辺も是非読んでいただいて、声

を受け止めて福祉を進めて行っていただきたいと思います。すいません、

いつもきついことばかりいいまして申し訳ないですけど、ということで４

時までで終わりたいと言ってましたけど、過ぎておりますので、もしもう

ご意見がなければこれで閉会したいと思いますがよろしいですか。本日は

大変貴重な意見をいただきまして、ありがとうござました。それでは事務

局のほうにバトンをお返しいたします。 

 

どうもありがとうございました。長時間に渡りましてご審議いただきま

して、ありがとうございました。本日皆様からいただきましたご意見、ご

提言につきましては、次回までに当該素案に反映させていただくように検

討を加えてまいりたいと考えております。なお、冒頭に申しました資料の

一番最後に付いておりますご意見、この用紙ですけれど、またお帰りにな

られて今日の内容で、あるいは計画素案にお気づきの点、ご指摘ある点が

ございましたら、恐縮ですけれども、今月末の10月31日と期限を切って
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おりますけれども、お手元に封筒も用意しておりますので郵送ないしはフ

ァックスでご意見いただければありがたいと思っております。それでは本

日の審議はこれで終了したいと思います。なお本日お車でお越しの方、事

務局に申し出ていただければ駐車券をお渡ししますのでよろしくお願い

します。それではこれをもちまして第３回の社会福祉審議会を閉会させて

いただきます。どうもありがとうございました。 

 


